
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成２２年４月１６日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）：本研究では，①日韓プログラムにおける「通年予備教育」用活動型シ

ラバス試案を公表し，②日本の大学教員が韓国における前半期予備教育の現場に直接入って教

育する「教育参画」を行いシラバス試案の教育的な効果を検証すること，の２点を目指した。

また，『研究成果報告書』を刊行し，その結論部において，日本語教育，数学教育，物理教育，

化学教育に分け表形式で簡潔に纏めた形で上記シラバス試案を提示した。 
 
研究成果の概要（英文）：In the research period, we aimed to issue a tentative syllabus 
plan for a Seamless One Year Preliminary Education Curriculum of the Japan-Korea Joint 
Scholarship Program, and to verify its effectiveness, participating in the first semester 
preliminary education held in Seoul, South Korea. And we published a final research report, 
in which we presented, as a conclusion, the tentative syllabus mentioned above, regarding 
the Japanese language, Mathematics, Physics and Chemistry in a table. 
 
交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度  1,100,000 330,000 1,430,000 

2008 年度 1,800,000 540,000 2,340,000 

2009 年度  1,100,000 330,000 1,430,000 
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総 計 4,000,000 1,200,000 5,200,000 

 

 

研究分野： 人文学 

科研費の分科・細目：言語学・日本語教育 

キーワード：日本語教育制度・言語政策，日韓プログラム，通年予備教育 
 
１．研究開始当初の背景 
 

 日韓プログラム（正式名称：日韓共同理工

系学部留学生事業）は，1998年10月の「日

韓共同宣言－21世紀に向けた新たなパート

ナーシップ－」に基づいて開始され，「両

国が，将来のより良い日韓関係のため日韓

間の留学生・青少年交流が重要であること

を再確認し，韓国の理工系学部留学生の派
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遣・受入れ事業を共同で実施，今後10年を

目途に，その時点で日本の理工系大学学部

留学生が1,000人に達することを目標とす

る」（文部省学術国際局留学生課 1998）こ

とが趣旨とされている。 

 日韓プログラムは当初2010年までの計画

であったが，2006年になって日韓双方の間

でプログラムを延長することが決まった。

この10年間に計1,024名の韓国からの留学

生が延べ39校の日本の国立大学法人に在籍

し，2005年3月からは日韓プログラム生の学

部卒業が始まった。 

 日韓プログラムに関する研究は，本研究

課題の代表者及び研究分担者や連携研究

者のものを含め，様々な研究論文が発表さ

れているが，それらでは「各大学における

日韓プログラムの問題」を取り上げたもの

が多く，プログラム全体を俯瞰し日韓連携

のための具体的な方策を提言するような

ものはほとんどない。 

 また，プログラムの全体的な問題について

は，今までに計 10 回の「日韓プログラム全

国協議会」が開催され議論されてきた。 

第１回 大阪大学主催（2000 年 5 月 19 日） 

第２回 大阪大学主催（2001 年 9 月 21 日） 

第３回 大阪大学主催（2002 年 9 月 18 日） 

第４回 横浜国大主催（2003 年 7 月 23 日） 

第５回 東京工大主催（2004 年 7 月 23 日） 

第６回 広島大学主催（2005 年 7 月 20 日） 

第７回 金沢大学開催（2006 年 7 月 21 日） 

 第８回 大阪大学開催（2007 年 7 月 20 日） 

 第９回 横浜国大開催（2008 年 7 月 25 日） 

 第 10 回 鹿児島大開催（2009 年 8 月 4 日） 

 そのほかにも，富山大学（「日韓共同理工

系学部留学生プログラムの現状と課題」

2000.12.11），琉球大学（「日韓共同理工

系学部留学生事業研究会」2001.2.26），金

沢 大 学 （ 「 日 韓 PML 課 題 検 討 会 」

2002.2.15-16），東京工業大学（「日韓共

同理工系学部留学生プログラム意見交換

会」2003.1.24）等で日韓プログラムを巡る

個別の討論会や研究会も開催されてきたが，

未だ本格的な連携につながるような活動に

は至っていない。 

 このような研究動向の中で，韓国側からの

提言という形で本研究の連携研究者である

茨城大学の安も加わった共同研究が行なわ

れ，日韓予備教育の連携が日本側に提示さ

れた。 

 本研究は，韓国側の研究に対する回答とし

て，日韓協同で１年間のシームレスな「通

年予備教育」を行なうための具体的な方策

を示すものと位置づけられる。 

 上記の韓国側共同研究などの結果を踏ま

えつつ，これまでの個別研究で提言されて

いる成果を統合し，実施可能なカリキュラ

ム及び教授法・教材という形で日韓プログ

ラムに参加する全ての大学に還元し共有す

る，という着想に至った。 

 
２．研究の目的 
 

 本研究では，日韓プログラムにおける１年

間の予備教育期間の前半期・韓国側予備教

育と後半期・日本側予備教育をあわせた，

日本の大学に進学するための学力を効率

よく学生につけさせるため，「通年予備教

育」カリキュラムとそのシラバスを開発す

ることを目的としている。 

 そのためには，３年間の課題研究期間の

各年次目標を次のように定め，韓国側と日

本側各大学共通で使える教育素材を全教

科（日本語教育・数学・物理・化学）にわ

たり開発し公表することを目指した。 

平成19年度：「シラバスや教材を検討し試案

を作成する」 

(１) 韓国での予備教育を受けるプログラム



 

 

学生の学習全般をめぐる問題点の洗い

出し 

 ① 韓国の高校教科書と日本のものとの

異同と予想される学習上の具体的な困難点 

 ② 学習上及び教授法上の問題点 

(２) 日韓予備教育連携のシラバス作り 

 ③ 日韓対訳の語彙集と文法情報等のデ

ータベース構築 

 ④ 韓国側予備教育で使われてきたテス

ト等の資料の収集作業 

 ⑤ アカデミック・ジャパニーズや専門教

科各科目の立場から各シラバス案作成 

平成20年度：「日韓双方で試案を実践するた

め，日本側メンバーが韓国側予備教育に参

加し検証する」 

(３) 日韓双予備教育連携のため連携教育法 

 ⑥ 統一教材や共通テストを作成すると

ともに，成績情報を共有化する 

 ⑦ シラバス案の中間報告を行う 

 ⑧ 韓国側での予備教育に参加し作成し

たシラバス案に沿って教育実施 

平成21年度：「実践経験をふまえて試案を修

正し，教材・教授法の冊子版及びWeb版を公

表する」 

(４) 日韓プログラム通年予備教育カリキュ

ラムとシラバス試案の公開 

 ⑨ 韓国側での予備教育に参加し修正し

たシラバス案に沿って教育実践再試行 

 ⑩ 改善された教材・教授法試案の最終版

を冊子版と Web（PDF）版で公開 

 
３．研究の方法 
 

（１）韓国で予備教育を受けるプログラム

学生の学習全般をめぐる問題点を洗い出す 

①研究代表者の太田及び連携研究者の安が

海外研究協力者の金・趙ら（慶熙大）と協

力して，韓国の高校で使用されている日本

語・数学・物理・化学等の教科書を集めて

その内容の検討を行った。 

 また，韓国の高校における一般的な日本

語教育・専門教科教育の状況を把握するた

め，韓国の教育科学技術部から発表されて

いる教育に関するカリキュラムをホームペ

ージ等から入手し，韓国側の日本語教育・

専門教科教育に対する全体的な考え方や学

習者の日本語学習スタイル分析を行った。 

②日韓プログラム生の日本語習得上の問題

点を分析するため，韓国語と日本語の音声，

語彙，文法，談話（会話の規則など）の共

通点と相違点や部分的な「ずれ」などにつ

いて，安がこれまで発表した論文から調べ

あげた。その結果を基に，韓国における予

備教育を受けた日韓プログラム予備教育修

了生にアンケートを行い，そのデータと予

測される問題点とをつきあわせる作業を行

った。 

（２）日韓予備教育連携のシラバス作り 

③研究分担者の菊池・小島・廣瀬（H19時点）

が中心となり，専門科目のために韓国の数

学・物理・化学の教科書を基に専門用語の

日韓対訳版を作成のため，日韓両言語間に

「共通する用語」，「部分的なずれがある

用語」，「相違がある用語」を調べた。 

④連携研究者の村岡・西村・門倉が海外共

同研究者に協力を求め，これまでの予備教

育の日本語指導に関する資料（教材，テス

トのコピー，学習者の日本語学習上の問題

点に関する記録等）を提供してもらい，日

本の各大学の予備教育機関が有効に活用す

るための方法を検討した。 

⑤連携研究者のうち，門倉が別の研究課題

「日本留学試験が日本語教育に及ぼす影響

に関する調査・研究」（研究期間：2002-4，

基盤研究(A)，一般，日本語教育，課題番号：

14208022）で研究を進めてきた「アカデミ



 

 

ック・ジャパニーズ（大学での学習に必要

な日本語力）」養成の立場から，また村岡

が「専門日本語教育」の立場からの研究課

題である「種々の理系専門分野における日

本語論文作成方法の指導に関する基礎的研

究」（研究期間：2002-5，基盤研究(C)，一

般，日本語教育，課題番号：14580330）の

研究成果から日韓プログラム日本語予備教

育における日韓予備教育連携のためのシラ

バス作りに関する提言の素案を作成した。 

（３）日韓連携で試案を実践するための連

携教育「教育参画」 

⑥連携研究者の安・村岡・西村・門倉及び

海外研究協力者の金・趙ら（慶熙大）が中

心となって，韓国の予備教育機関において

予備教育開始時と終了時に実施されてきた

プレイスメントテストとアチーブメントテ

ストを収集し，日本側の予備教育で行われ

てきた同種のテストと対比させる作業を行

った。 

⑦作成したシラバス案の中間報告として，

日韓プログラム通年予備教育用シラバス案

（初版）を広く世に問うため，本研究課題

の中間報告として学会での発表を行った。 

⑧日本の予備教育機関に所属する太田・門

倉（日本語教育）・菊池（数学）・が韓国に

出講して直接予備教育に当たるため韓国を

訪問し，慶熙大学校国際教育院での予備教

育の一部の授業を担当する試み，「教育参

画」を行った。海外研究協力者の金・趙ら

（慶熙大）と適宜情報交換を行いながら実

際に授業を担当した。授業内容は映像化す

るとともに，教育の内容を論文の形で公表

した。 

［４］実践経験をふまえて試案を修正し，

シラバス案の冊子版・PDF版を公表する 

⑨平成20年度から行われた韓国予備教育機

関における教育参画の結果を踏まえて，各

教科のシラバス案に適宜修正を行い，シラ

バス改訂版を作成した。作成されたシラバ

スに沿って太田・門倉・菊池（以上，同上）・

藤田（物理）・古城（生活指導）で再度，

慶熙大学校国際教育院での予備教育の一部

に参加し，シラバス案改訂版の最終的な調

整を行った。そして，日本に持ち帰ったシ

ラバス案改訂版最終版をもとにして，研究

組織全メンバーにより，教科ごとのカリキ

ュラムとして全体をまとめた。 

⑩出来上がった最終的なカリキュラム・シ

ラバス案を冊子版・PDFダウンロード版とし

て公表し，日韓プログラムに参加する日本

国内の大学及び，研究協力者を含む韓国側

プログラム関係者に向けて提示した。 

 最後に，研究の全体的な流れを図示した

ものが次の図１である。 

 

図１ 研究方法の流れ 
 
４．研究成果 
 
 本研究により『研究成果報告書』（図２）
を作成・刊行し，その結論部で「日韓プログ
ラム通年予備教育用活動型シラバス試案」を
公表した（表１）。このシラバスは，日韓プ
ログラムに参加するすべての大学での予備
教育に応用可能となるよう，日本語教育，数
学教育，物理教育，化学教育（但し，今回は
前半期予備教育分のみ）の活動指針を提示し



 

 

たものである。 
 また，本シラバス試案を提示するに当たっ
ては，前半期予備教育（韓国・ソウル市・慶
熙大学校国際教育院）において，日本からの
教員が直接指導を行う「教育参画」を 2008
～2009 年の２年間に亘って行い，シラバス試
案により一定程度教育効果が上がり，妥当性
を持つことを確認した。 
 

図２ 研究成果報告書 
 

表１ 通年予備教育用シラバス案 
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